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情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制
度

　

市
で
は
、
市
政
へ
の
信
頼
性
と
透
明

性
を
高
め
る
た
め
、
市
政
に
関
す
る
情

報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情

報
を
適
正
に
取
り
扱
う
と
と
も
に
、
皆

さ
ん
の
自
分
に
関
す
る
情
報
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
権
利
な
ど
を
保
障
し
て
い

ま
す
。

■
情
報
公
開
制
度
と
は

　

　
市
民
の
知
る
権
利
を
尊
重
し
、
請
求

に
応
じ
て
市
の
職
員
が
職
務
の
た
め
に

作
成
ま
た
は
取
得
し
た
文
書
や
図
面
な

ど
（
行
政
文
書
）
を
開
示
す
る
制
度
で

す
。行
政
文
書
の
開
示
請
求
は
、市
民
、

市
民
以
外
を
問
わ
ず
誰
で
も
請
求
で
き

ま
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は

　

　生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
、

そ
の
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
や
生
年
月

日
な
ど
に
よ
り
、
特
定
の
個
人
を
識
別

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
「
個
人
情

報
」
と
言
い
ま
す
。
同
制
度
は
、
個
人

の
権
利
利
益
を
保
護
し
、
本
人
の
請
求

に
よ
り
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報

の
開
示
や
訂
正
、
利
用
停
止
が
で
き
る

制
度
で
す
。

■
開
示
請
求
か
ら
開
示
ま
で
の
流
れ

　
皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
、
行

政
文
書
や
個
人
情
報
を
開
示
し
ま
す
。

原
則
と
し
て
請
求
さ
れ
た
内
容
は
全
て

開
示
し
ま
す
が
、
公
益
を
損
な
う
も
の

▼

▼

■行政文書や個人情報の開示請求から開示までの流れ

請求者
開示請求書に必要事項を記入し、開示を請求します

【請求窓口】本館総務課

市
開示請求書を受理した日から起算して15日以内に開示・
非開示を決定し、請求者に通知します

請求者

①請求した文書などを本館総務課で閲覧できます
②請求した文書などの写しの交付を受けることができます
※�写しの交付にかかる費用（コピー代・郵送料など）は、請

求者の負担となります

◉個人情報の訂正請求や利用停止請求の場合の流れも同様です

■令和３年度　開示請求などの状況

行政文書の開示請求件数および決定状況（＊）

請求先 請求件数

内訳

決定状況

全部開示 部分開示 非開示 不存在

市長 152件 93件 63件 １件 ６件

教育委員会 ４件 ３件 １件

消防 ３件 ２件 １件

議会 １件 １件

計 160件 99件 64件 １件 ７件

＊���１件の開示請求で複数の行政文書についての請求があった場合は、複
　数の決定方法を採っているため、請求件数と決定状況は一致しません

個人情報の開示の請求件数および決定状況

請求内容 請求件数 決定状況

個人情報の開示 12件
全部開示　６件
部分開示　４件
不存在　　２件

※���個人情報の訂正、利用停止の請求はありませんでした

市の機関 登録件数（５月26日現在）

市長 275件

教育委員会 41件

選挙管理委員会 ８件

農業委員会 ４件

消防 30件

議会 ４件

計 362件

■個人情報取り扱い事務の登録件数

※�市では、事務の名称や目的、対象者の範囲などを

「個人情報取扱事務登録簿」に登録し、本人が自分

の情報に関与できるようにしています

【
問
い
合
わ
せ
】

 

本
館
総
務
課

 

（
☎
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３
５
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６
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が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
や
、
請
求
者
・

第
三
者
の
権
利
・
利
益
を
害
す
る
恐
れ

が
あ
る
情
報
な
ど
は
、
開
示
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◉
個
人
情
報
で
あ
れ
ば
何
で
も
保
護
？

　

個
人
情
報
は
大
切
な
も
の
だ
と
い
う

認
識
が
高
ま
る
一
方
で
、
個
人
情
報
保

護
を
理
由
に
、
必
要
と
な
る
個
人
情
報

ま
で
も
が
提
供
さ
れ
な
く
な
っ
た
り
、

各
種
名
簿
の
作
成
が
中
止
さ
れ
た
り
す

る
な
ど
の
状
況
が
一
部
で
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

☞

個
人
情
報
保
護
法
の
趣
旨
は

　個
人
情
報
保
護
法
は
、
民
間
事
業
者

が
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
た
め

の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る
も
の
で
す
。

　こ
の
ル
ー
ル
に
従
い
、
あ
ら
か
じ
め

本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
で
、
ク
ラ
ス

名
簿
や
自
治
会
名
簿
な
ど
を
作
成
・
配

布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　ま
た
、
災
害
や
事
故
な
ど
の
緊
急
時

や
捜
査
関
係
事
項
照
会
へ
の
回
答
の
よ

う
な
場
合
に
は
、
本
人
の
同
意
を
得
な

く
て
も
情
報
提
供
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
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　市
で
は
「
花
巻
市
い
じ
め
防
止
等
の

た
め
の
基
本
的
な
方
針
」（
以
下「
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」と
い
う
）を
定
め
て

い
ま
す
。

　こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」四
つ
の
特
色

①
社
会
全
体
で
取
り
組
む

　「
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」で
は
、市
・

学
校
・
保
護
者
・
児
童
生
徒
お
よ
び
地

「
花
巻
市
い
じ
め
防
止
等
の
た
め
の
基
本
的
な
方
針
」

い
じ
め
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に

域
・
関
係
機
関
の
役
割
を
示
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
い
じ
め
を
防
ぐ
た
め
に
進
ん
で

行
動
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　市
内
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
の
校

長
や
生
徒
指
導
主
事
で
組
織
す
る
「
生

徒
指
導
連
絡
協
議
会
」
で
は
、
平
成
27

年
６
月
に
「
情
報
機
器
使
用
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（
＊
）を
策
定
。
学
校
と
家
庭
・
地

域
が
連
携
し
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

＊�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
適
切
な
使

用
方
法
と
し
て
▼
夜
９
時
以
降
は
携

帯
電
話
な
ど
の
使
用
を
や
め
さ
せ
、

居
間
な
ど
保
護
者
の
目
の
届
く
と
こ

ろ
に
置
か
せ
る
▼
個
人
が
特
定
さ
れ

る
情
報
を
ア
ッ
プ
し
た
り
、
他
人
を

誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
し
た
り
す
る
道
具
と
し
て

使
わ
せ
な
い
―
な
ど
４
項
目
を
示
し

て
い
ま
す

②
い
じ
め
を
未
然
に
防
ぐ

　各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
お
互

い
の
よ
さ
を
認
め
合
え
る
授
業
・
集
団

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
い
じ
め
を

さ
せ
な
い
こ
と
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

児
童
生
徒
を
守
り
抜
く
こ
と
を
、
日
頃

か
ら
児
童
生
徒
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　さ
ら
に
、
先
生
は
子
ど
も
た
ち
の
よ

さ
や
変
化
に
気
付
き
、
日
常
的
に
話
し

合
え
る
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
ま

す
。　各

家
庭
に
は
、
何
で
も
話
し
合
え
る

関
係
づ
く
り
や
、
子
ど
も
に
悩
み
を
抱

え
込
ま
せ
な
い
で
相
談
さ
せ
る
よ
う
な

【
問
い
合
わ
せ
】
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働
き
掛
け
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

③
子
ど
も
た
ち
の
取
り
組
み

　先
生
か
ら
指
導
・
支
援
を
受
け
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
い

じ
め
の
な
い
学
校
や
学
級
集
団
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

④
い
じ
め
防
止
を
考
え
る
日

　毎
年
６
月
１
日
を
「
い
じ
め
防
止
を

考
え
る
日
」と
し
、各
学
校
や
保
護
者
、

地
域
な
ど
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
が
主
体
的

か
つ
協
力
的
に
行
動
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

い
じ
め
防
止
に
地
域
の
力
を

　い
じ
め
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
必
要
で
す
。
子

ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
な
日
々
を
送

れ
る
よ
う
、
見
守
り
で
気
付
い
た
こ
と

を
学
校
へ
連
絡
す
る
な
ど
、
普
段
か
ら

地
域
と
学
校
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

いじめを認知した場合の

学校の基本的な対応

①�いじめられている児童生徒

や保護者の立場に立ち、迅

速に当事者と加害者から具

体的な言動について事実確

認をする

②�いじめられている児童生徒

の担任等のみでいじめ問題

を処理・対応することのな

いよう、学校全体で「組織」

を活用して対応する

③�校長をリーダーとし、いじ

めと認知した時点から早期

に関係者で対応を協議する

④�次の場合は直ちに教育委員

会に口頭にて報告を行い、

学校と教育委員会で対応を

検討する

毅�重大事態に発展する可能性
がある場合

毅�いじめに関わる問題と認知
してからある程度の時間を
要しても解決に至っていな
い場合

毅�当事者間や関係する児童生
徒の間で、指導および対応
に困難が予想される場合

⑤�校長は事実に基づき児童生

徒・保護者に説明する

⑥�いじめる児童生徒には毅
き

然
ぜん

とした態度で対応し、行為

の善悪を理解させ、反省お

よび謝罪をさせる

⑦�法を犯す行為については、

直ちに警察などに連絡し協

力を求める

⑧�いじめが解決した後も、関

係する保護者と継続的な連

絡を行う

―「いじめ防止基本方針」より


